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 ご み 収 集 業 務 の 民 間 委 託 化 に つ い て は ， 平 成 １ ５ 年 頃 か ら こ れ ま

で ， そ の 導 入 時 期 や 手 法 な ど の 検 討 を 行 っ て き た も の の ， 財 政 面 で

の 一 時 的 な 負 担 増 を 始 め と す る 諸 問 題 に 阻 ま れ ， 具 体 的 な 結 論 に 至

っ て お り ま せ ん で し た 。  

 そ の 間 も ， 市 民 生 活 に 欠 か す こ と の 出 来 な い 行 政 サ ー ビ ス で あ る

ご み 収 集 業 務 に 従 事 す る 市 職 員 数 は 年 々 減 少 し ， 近 い 将 来 ， 安 定 的

な 業 務 遂 行 に 支 障 を 来 た す 可 能 性 が 見 込 ま れ る と こ ろ と な り ま し た 。  

 そ こ で ， 平 成 ２ ４ 年 度 ， 改 め て 柏 市 （ 旧 柏 市 域 ） の ご み 収 集 業 務

を 取 り 巻 く 現 状 を 確 認 し た 上 で ， 柏 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 に お

け る 基 本 方 針 と の 調 和 を 図 り な が ら ， 課 題 と 考 え 方 の 整 理 を 行 う こ

と と し ， 本 稿 を そ の 中 間 と り ま と め と い た し ま し た 。  

 本 稿 作 成 に 至 る ま で に は ， 柏 市 廃 棄 物 処 理 清 掃 審 議 会 を 始 め ， 近

隣 先 進 自 治 体 か ら も 貴 重 な 御 意 見 を 頂 戴 い た し ま し た 。 こ の 場 を お

借 り し て ， 関 係 者 の 皆 様 に 改 め て 御 礼 申 し 上 げ ま す と と も に ， 今 後

の 柏 市 清 掃 行 政 の 円 滑 な 運 営 に つ い て ， 引 き 続 き 御 助 言 を い た だ き

た く ， よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

平 成 ２ ５ 年 ３ 月  

 

柏 市 廃 棄 物 政 策 課  

は じ め に  
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(1) 概 況  

本 市 の ご み （ 一 般 廃 棄 物 ） 処 理 は ， 平 成 １ ７ 年 ３ 月 の 旧 沼 南 町 と

の 市 町 合 併 以 降 も ， 旧 柏 市 域 と 旧 沼 南 町 域 と で 処 理 体 系 が 異 な る ，

い わ ゆ る １ 市 ２ 制 度 の 状 態 と な っ て い ま す 。  

 

【表 １】現 柏 市 のごみ処 理 体 系  

 旧柏市域 旧沼南町域 

処理責任者 柏市 柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組合

焼却施設 柏市清掃工場(北部 CC) 

柏市第二清掃工場(南部 CC) 

クリーンセンターしらさぎ 

家庭系ごみ 

収集体制 

可燃/不燃/プラ 市直営 

その他      委託 

すべて 委託 

ごみ袋 柏市の指定袋 柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組合

の認定袋 

※CC…クリーンセンターの略
（以下同じ）

１  収 集 業 務 に 関 す る 概 況 と 経 過  
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 ま た ， 旧 柏 市 域 に お け る ご み 収 集 は ， 収 集 す る ご み の 種 別 に 応

じ ， お お む ね 表 ２ の と お り 実 施 し て い ま す 。  

 

【表 ２】旧 柏 市 域 のごみ収 集 処 理  

可燃ごみ 収 集 常磐線よりも北側→北部 CC 

南側→南部 CC 

搬入先 各 CC に搬送     （※１） 

不燃ごみ 収 集 全域を南部 CC が収集 

搬入先 北部 CC 

容 器 包 装 プラスチッ

ク類 

収 集 全 域 を 両 CC が 総 出 動 し 収 集  

搬入先 柏プラネット 

（参考）資源品 収 集 全域を柏市再生資源事業協業組合が収集 

搬入先 柏市リサイクルプラザ 

（参考）粗大ごみ 収 集 全域を民間事業者が収集 

搬入先 北部 CC または柏市リサイクルプラザ 

 

※１ 一部入り組んでいる部分もある
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(2) 収 集 業 務 の 見 直 し に 向 け た 取 組 み の 経 過  

柏 市 で は ， 職 員 定 数 の 適 正 化 や 民 間 委 託 の 推 進 と い っ た 取 組 み に

よ る 行 財 政 改 革 が 推 進 さ れ て き ま し た 。 特 に ， 職 員 定 数 の 適 正 化 に

つ い て は ， 平 成 １ １ 年 １ 月 に 策 定 さ れ た 第 １ 次 柏 市 定 員 適 正 化 計 画

の 中 で ， 平 成 １ ５ 年 度 ま で に 対 平 成 １ ０ 年 度 で ８ ０ 名 削 減 と い う 目

標 が 設 定 さ れ た ほ か ， 平 成 １ ９ 年 ３ 月 に 策 定 さ れ た 第 ３ 次 柏 市 定 員

適 正 化 計 画 で は ， 家 庭 系 ご み 収 集 な ど を 行 う 正 規 の 技 能 ・ 労 務 系 市

職 員 に つ い て ， 退 職 者 が あ っ た 場 合 で も 新 た な 職 員 を 補 充 し な い こ

と （ 退 職 者 不 補 充 ） が 原 則 と し て 明 示 さ れ ， 取 り 組 ま れ て き ま し た 。  

 ご み 収 集 業 務 に 関 す る 見 直 し の 主 な 経 過 は ， 表 ３ ， ４ の と お り と

な っ て い ま す 。  

 

【表 ３】全 庁 的 な取 組 みの経 過  

平 成 ７～８年 頃  職員の採用抑制の検討  

平 成 １０年 ４月  職員採用見送り 

平 成 １１年 １月  第１次柏市定員適正化計画 

（Ｈ１５目標 対Ｈ１０で８０人削減） 

平 成 １９年 ３月  第３次柏市定員適正化計画（技能労務職は，原則とし

て退職者不補充） 

平 成 ２３年 ３月  柏市第四次総合計画 後期基本計画  
「職員定数については，（中略）業務の外部委託の推

進，再任用制度の活用等により引き続き適正化に努め

ていくことが課題となっています。」  
柏市行政経営方針  
「推進項目『事務事業の見直し』『民間委託等の推

進』において，実施手段の有効性・効率性の最適化を

検討」  
平 成 ２４年 ３月  柏市一般廃棄物処理基本計画改訂  

「ごみ収集を安定的に継続していくためには，  民間委

託の導入について検討が必要な状況です。」  
 

【表 ４】環 境 部 門 における取 組 みの経 過  

平成１５年５月 

 

環境部 ごみ収集体制の見直しについて 

 ・平成１６年度からの委託開始を検討  
平成２１年４月 

～平成２２年２月 

 

環境部 委託化検討会 

 ・平成２３年１月からの委託開始 

 ・平成２２年度予算措置見送り 

（コストダウン再検討，財源不足）  
 



 6

(3) 柏 市 の ご み 収 集 の 現 状  

 ア  収 集 体 制  

   平 成 ２ ４ 年 ４ 月 現 在 ， 市 職 員 等 の 配 置 状 況 は 表 ５ の と お り ，

車 両 の 配 備 状 況 は 表 ６ の と お り と な っ て い ま す 。  

 

【表 ５】柏 市 のごみ収 集 体 制  

正規職員(８３名) その他職員(３７名) 

職長・副職長 ４名  

臨時職員(週 5 日勤務)  １４名 

再任用職員(週 3 日勤務) １６名 

臨時職員(週 3 日勤務)    ７名 

 

可燃 ５８名

不燃 １６名

車両班 ２名

沼南班 ３名

 

【表 ６】収 集 車 両 ５８台 の内 訳  

プレス車 （不 燃 ） １ ２ 台 軽 貨 物 車  ２ 台

パッカー車  ３ ９ 台 ライトバン ２ 台

ダンプトラック ３ 台  

 ※プレス車は，パッカー車（ごみ収集車）にごみを投入する際，ごみを圧縮するプレス
機が付いた車両。 

 イ  収 集 の サ イ ク ル  

   収 集 区 域 内 に は 約 ６ ， ８ ０ ０ か 所 の 集 積 所 が あ り ま す 。  

集 積 所 に 排 出 さ れ た ご み の 収 集 は ， お お む ね 表 ７ の よ う な サ

イ ク ル で 行 わ れ て い ま す 。  

 

【表 ７】収 集 車 両 ５８台 の内 訳  

 月  火  水  木  金  

可燃ごみ(週 2 回) 

 【収集車 33 台】 

3,400 

(103) 

3,400 

(103) 

 3,400 

(103) 

3,400 

(103) 

不燃ごみ・ 

有害ごみ(月 2 回) 

 【収集車 8 台】 

850 

(106) 

850 

(106) 

 850 

(106) 

850 

(106) 

容リプラ(週 1 回) 

 【収集車 48 台】 

  6,800 

(142) 

  

 ※１ 表中下段(  )内の数値は，収集車 1 台当たりの集積所数 

※２ 年末年始等，体制が異なる時期がある
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 ウ  収 集 を 行 う 市 職 員 数 と 平 均 年 齢 の 推 移 （ 見 込 み ）  

   退 職 者 不 補 充 の 取 組 み の 継 続 に よ り ， 家 庭 系 ご み の 収 集 を

行 う 市 職 員 は 年 々 減 少 か つ 高 齢 化 し ， す で に 収 集 作 業 を 行 う

た め に 最 低 限 必 要 な 数 を 割 り 込 ん で い ま す （ 図 １ ， 図 ２ ） 。  

現 在 ， 収 集 作 業 に 係 る 人 員 不 足 は 再 任 用 職 員 や 臨 時 職 員 で

補 完 し て い る 状 況 で す が ， 再 任 用 職 員 や 臨 時 職 員 を 新 た に 配

置 し な い 場 合 ， 平 成 ２ ７ 年 度 に は ， 収 集 作 業 を 行 う た め に 最

低 限 必 要 な 人 員 を 割 り 込 む 見 込 み で す 。  

 

【図 １】収 集 を行 う市 職 員 等 の推 移 （見 込 み） 
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【図 ２】収 集 を行 う市 職 員 の平 均 年 齢 の推 移 （見 込 み） 
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(4) 近 隣 市 に お け る 収 集 業 務 委 託 化 の 状 況  

 近 隣 市 に お け る 収 集 業 務 の 委 託 化 の 状 況 に 関 す る 調 査 を 行 っ た 結

果 を も と に ， 表 ８ の と お り 概 要 を ま と め ， 比 較 検 討 を 試 み ま し た 。  

 

【表 ８】近 隣 市 における収 集 業 務 の委 託 化 の概 要  

 し か し ， 近 隣 市 に お け る ご み の 収 集 回 数 は 同 一 で は な く ， ま た 分

別 方 法 も 異 な る た め ， さ ら に 市 街 化 率 ， 人 口 密 度 及 び 集 積 所 数 の 要

素 を 加 え た 表 ９ に よ り ， 業 務 の 比 較 分 析 を 行 う こ と と し ま し た 。  

 

【表 ９】近 隣 市 における収 集 業 務 の委 託 化 の状 況 分 析  

柏市
（旧柏）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

6,800 20,400 16,917 14,500 20,282 4,500 3,474 2,401 1,300
93 75 198 236 353 128 34 56 31
51 47 36 34 23 37 45 56 40

可燃 直営 全部 一部 全部 全部 全部 一部 全部 全部
不燃 直営 全部 全部 - 全部 全部 一部 全部 全部
プラ 直営 － － 全部 全部 全部 － － 全部
資源 全部 全部 全部 全部 全部 全部 全部 全部 全部
粗大 全部 直営 全部 全部 全部 全部 全部 全部 全部

89 216 127 84 93 35 18 48 11
3,872 4,438 4,748 5,814 5,064 4,720 8,742 2,814 4,691

可燃 週2回 週2回 週3回 週3回 週3回 週2回 週2回 週2回 週3回
不燃 月2回 月2回 月1回 － 週1回 月2回 週1回 隔週1回 月2回
プラ 週1回 － － 週1回 週1回 週1回 － － 週1回
資源 月2回 週1回 週1回 週1回 週1回 月2回 月1,2回 週1回 週1回
粗大 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別

83 71 122 11 40 0 22 12 0

集積所の数（概数）

委託車両台数（台）

収集職員数

1km2当たり

1台当たり人口

委託状況

収集回数

1集積所当たり人口

柏市
（旧柏）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

64.98% 47.34% 64.33% 72.46% 69.41% 60.97% 23.17% 37.39% 17.03%
4,727 3,523 7,041 7,962 8,205 4,682 1,520 3,127 1,229
6,800 20,400 16,917 14,500 20,282 4,500 3,474 2,401 1,300

51 47 36 34 23 37 45 56 40
93 75 198 236 353 128 34 56 31

144 158 307 326 509 209 145 149 182
89 216 127 84 93 35 18 48 11

3,872 4,438 4,748 5,814 5,064 4,720 8,742 2,814 4,691
1.22 0.79 1.48 1.37 1.62 0.99 0.17 1.11 0.26
1.88 1.68 2.31 1.89 2.33 1.63 0.75 2.97 1.54

可燃 2 2 3 3 3 2 2 2 3
不燃 0.5 0.5 0.25 1 0.5 1 0.5 0.5
プラ 1 1 1 1 1
資源 0.5 1 1 1 1 0.5 0.375 1 1
粗大 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別 戸別

27,200 71,400 71,897 72,500 121,692 18,000 11,725 8,404 7,150
306 331 566 863 1,309 514 651 175 650

市街化区域1km2当たり

市街化区域1km2当たり

1集積所当たり人口

1台当たり人口
面積1km2当たり

週間で廻る延べ集積所数
1週間1台当たり集積所数

人口密度
集積所の数（概数）

車両台数（委託＋直営）

面積1km2当たり

1週当た
り
収集回数

市街化率
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 そ の 結 果 ， 収 集 車 両 の 使 用 台 数 に つ い て は ， 排 出 さ れ る ご み の 量

よ り も ， 市 街 化 率 や 人 口 密 度 と 強 い 相 関 関 係 に あ る こ と が 判 明 し ，

近 隣 市 に お い て 大 き な 差 が な い こ と を 確 認 し ま し た （ 表 １ ０ ） 。  

 

【表 １０】分 析 結 果  

№ 着 眼 点  相 関 係 数  

① 収集区域の面積と車両台数との関

係 

市全域面積との相関 0.82  

市街化区域との相関 0.96 

② 収集区域の面積と集積所の数の関

係 

市全域面積との相関 0.57  

市街化区域との相関 0.75 

③ 市街化区域１平方キロメートル当た

りの集積所の数と車両１台当たりの

集積所の数の関係 

0.88 

④ 人口密集地域（集積所も密集）の方

が，１台でより多くの集積 所を回っ

ている（効率が良い）のではないか 

0.55 

ただし，人口密度が低い地域を除いた

場合，0.89 

⑤ 1 集積所当たりの人口が多い（≒ご

み量が多い）と，車両台数も多く必

要か 

マイナス 0.02 

 ※相関係数は，１（またはマイナス１）に近いほど，強い正（または負）の関係がある
ことを示す。 

 

 ま た ， 委 託 契 約 手 法 に つ い て は ， 単 年 度 随 意 契 約 と 指 名 競 争 入 札

に よ る 長 期 継 続 契 約 と に 大 別 さ れ ， 単 年 度 随 意 契 約 の 場 合 で あ っ て

も ， 複 数 者 と 契 約 を 行 っ て い る 事 例 が あ る こ と を 確 認 し ま し た 。  

 

 さ ら に ， こ の 調 査 に 併 せ て ， 近 隣 自 治 体 に お け る 担 当 者 か ら の 聞

き 取 り 調 査 を 実 施 し た と こ ろ ， ① 積 算 基 準 の 明 確 化 ② 真 に 安 価 で 安

定 的 な 業 者 選 定 の 手 法 ③ 業 務 遂 行 状 況 の 把 握 ， 指 導 の ３ 点 が 課 題 と

な っ て い る と の こ と で し た 。  

① 積 算 基 準 の 明 確 化 に つ い て は ， 廃 棄 物 処 理 法 施 行 令 第 ４ 条 第 ５

号 の 規 定 に よ る 委 託 の 基 準 （ 委 託 料 は ， 受 託 業 務 を 遂 行 す る に 足 り

る 額 で あ る こ と ） が あ る こ と や ， 業 務 に 要 す る 費 用 の 大 部 分 が 人 件

費 と 車 両 関 係 費 で あ る こ と か ら ， 必 要 経 費 に は そ れ ほ ど 大 き な 地 域

差 が な い に も 関 わ ら ず ， 実 際 に は 委 託 契 約 の 額 に 差 異 が あ る 現 状 か
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ら ， 当 該 額 に よ る 受 託 者 選 定 に 関 す る 説 明 責 任 を 十 分 に 果 た す こ と

が 求 め ら れ て い る と 認 識 し ま し た 。  

② 真 に 安 価 で 安 定 的 な 業 者 選 定 の 手 法 に つ い て は ， 受 託 者 の 役 員

報 酬 な ど を 考 慮 し た 際 ， な る べ く 少 数 の 業 者 を 選 定 す る こ と に よ り

契 約 額 を 低 減 で き る も の の ， 倒 産 に 伴 う 業 務 不 履 行 の リ ス ク や ， 競

争 性 の な い 契 約 手 法 に 対 す る 批 判 が あ る た め ， そ れ ら の 事 情 を 踏 ま

え た 上 で の 業 者 選 定 手 法 を 検 討 す べ き と 認 識 し ま し た 。  

③ 業 務 遂 行 状 況 の 把 握 ， 指 導 に つ い て は ， 特 に 委 託 化 の 初 期 段 階

に お い て ， 従 来 の 収 集 時 間 と 受 託 業 者 に よ る 収 集 時 間 に 相 違 が 生 じ ，

市 民 か ら 「 ご み が 収 集 さ れ て い な い 」 と い う 指 摘 が 相 次 い だ と い う

ケ ー ス が あ り ， そ の 場 合 ， 市 は 「 未 収 集 」 「 収 集 漏 れ 」 「 収 集 後 排

出 」 と い っ た 状 況 判 断 を 行 い ， 収 集 漏 れ で あ っ た 場 合 に は 市 の 保 有

車 両 で サ ポ ー ト を 行 う な ど と い っ た 特 別 な 対 応 を 要 し た と い う も の

で し た 。  
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(5) 他 市 に お け る 先 進 的 な 取 組 み 事 例  

 ご み 収 集 業 務 の 委 託 化 に す で に 取 り 組 ん で い る 他 の 自 治 体 に お い

て ， 現 在 ， ど の よ う な 新 た な 取 組 み が な さ れ て い る の か に つ い て 事

例 研 究 を 行 い ， 本 市 の 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 に 基 づ く 各 種 施 策 の

推 進 に 寄 与 す る 可 能 性 が あ る 事 業 と し て ， 次 の ４ つ の 取 組 み を ピ ッ

ク ア ッ プ し ， 特 に ① ② に つ い て の 検 証 を 行 い ま し た 。  

 

① 業 務 遂 行 状 況 の 把 握 シ ス テ ム 導 入  

 ② 収 集 職 員 に よ る 高 齢 者 等 サ ポ ー ト 収 集 の 導 入  

 ③ 収 集 職 員 に よ る 市 施 設 ご み 回 収 の 導 入 検 討  

 ④ 収 集 職 員 に よ る ご み 減 量 啓 発 事 業 の 実 施  

 

 そ の 結 果 ， ① に つ い て は ， 受 託 業 者 の 業 務 遂 行 状 況 を リ ア ル タ イ

ム に 確 認 し ， 市 が 不 測 の 事 態 へ の サ ポ ー ト を 行 う 体 制 を 構 築 す る 上

で 有 効 で あ る ほ か ， 収 集 ル ー ト の 効 率 化 に よ る 収 集 車 両 の 削 減 ， 走

行 距 離 デ ー タ を 始 め と す る 受 託 業 者 に お け る 業 務 遂 行 量 の 正 確 な 把

握 ， 収 集 エ リ ア 単 位 で の ご み 排 出 量 の 把 握 な ど ， 今 後 ， 柏 市 が さ ら

な る 経 費 削 減 や ３ Ｒ 推 進 に 取 り 組 ん で い く 上 で の 基 礎 デ ー タ を 得 ら

れ る こ と を 確 認 し ま し た 。 一 方 で ， 現 時 点 に お い て は ， 安 価 に 導 入

で き る シ ス テ ム と は 言 え ず ， 財 政 負 担 面 で の 課 題 が 残 る こ と に つ い

て も 確 認 し ま し た 。  

 ② に つ い て は ， 平 成 １ ０ 年 代 か ら 実 施 し て い る 自 治 体 に お け る 利

用 状 況 を 確 認 し ， 実 施 後 で あ っ て も 利 用 率 は 低 く ， か つ 通 常 の ご み

収 集 作 業 に 併 せ ， 収 集 ル ー ト 上 に あ る 希 望 世 帯 を 訪 問 す る 形 式 で あ

っ た こ と を 確 認 し ま し た 。 ま た ， 柏 市 に お け る 高 齢 者 の ご み 出 し は ，

こ れ ま で ， 地 域 に よ る 支 え 合 い 活 動 や ， 社 会 福 祉 協 議 会 の さ わ や か

サ ー ビ ス 事 業 に よ っ て 支 え ら れ て き た こ と か ら ， 清 掃 部 門 に お け る

事 業 実 施 の 可 否 判 断 に つ い て は ， 関 係 機 関 や 関 係 団 体 と の 調 整 が 必

要 で あ る こ と が 確 認 さ れ ま し た 。  
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(1) 上 位 計 画 と の 関 係  

 柏 市 で は ， 厳 し い 財 政 状 況 の も と で 健 全 な 財 政 運 営 を 維 持 し ， か

つ 急 速 に 進 行 す る 少 子 高 齢 化 へ の 対 応 を は じ め と し た 様 々 な 課 題 に

的 確 に 対 応 す る た め ， 柏 市 第 四 次 総 合 計 画 後 期 基 本 計 画 に お け る ５

つ の 取 組 方 針 の 一 つ と し て ， 行 財 政 改 革 の 推 進 を 掲 げ て い ま す 。  

 さ ら に ， 柏 市 行 政 経 営 方 針 に お い て も ， 歳 出 抑 制 に 向 け た 取 組 み

の １ つ と し て 「 民 間 委 託 等 の 推 進 」 を 掲 げ て お り ， 各 事 業 に 最 も ふ

さ わ し い 方 式 で 民 間 活 力 の 活 用 を 進 め る こ と と し て い ま す 。  

 こ の 中 間 と り ま と め は ， 柏 市 第 四 次 総 合 計 画 に 即 し て 平 成 ２ ４ 年

３ 月 に 改 訂 さ れ た ， 柏 市 の 一 般 廃 棄 物 処 理 に 関 す る 最 上 位 計 画 で あ

る 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 に お け る 「 ご み 収 集 を 安 定 的 に 継 続 し て

い く た め に は ， 民 間 委 託 の 導 入 に つ い て 検 討 が 必 要 な 状 況 」 と い う

課 題 を 解 消 し て い く 上 で ， 今 後 ， 具 体 的 な 実 施 計 画 を 策 定 し て い く

た め の 基 軸 と し て 位 置 付 け ま す （ 図 ３ ） 。  

 

【図 ３】この中 間 とりまとめの位 置 付 け 

２  収 集 業 務 の 方 向 性  
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(2) 基 本 計 画 に お け る 位 置 付 け  

柏 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 で は ， 同 計 画 の 基 本 理 念 で あ る 「 ス

リ ム か し わ 」 の 実 現 の た め に 必 要 な 要 素 と し て ， 図 ４ に あ る ① ～ ④

を 基 本 方 針 と 定 め ， そ れ に 基 づ く こ れ か ら の 施 策 （ 第 ５ 章 ） の ご み

収 集 業 務 の 民 間 委 託 導 入 に 関 す る 調 査 ・ 検 討 に つ い て ， 「 民 間 委 託

の 導 入 に 際 し て は ， よ り 安 定 的 か つ 確 実 な 収 集 が 行 わ れ る よ う 留 意

す る と と も に ， 費 用 対 効 果 の 大 き い 内 容 と す る こ と 」 と さ れ て い ま

す 。  

 よ っ て ， こ れ ら を 踏 ま え つ つ ， こ れ ま で の 調 査 ・ 検 討 に 加 え ， 以

降 の 課 題 の 抽 出 や 柏 市 廃 棄 物 処 理 清 掃 審 議 会 に お け る 意 見 を ， ４ つ

の 基 本 方 針 に 沿 っ て 整 理 を 行 う こ と に よ り 中 間 取 り ま と め と し ， も

っ て 今 後 の ご み 収 集 体 制 の 再 構 築 の 推 進 に 資 す る こ と と し ま す 。  

 

【図 ４】柏 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 における４つの基 本 方 針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念

②協働の推進

　～環境美化のためにみんなで一歩前へ～

(1) ３Ｒの推進に係る協働
(2) 適正処理・安定処理のための協働

①３Ｒのために１ＴＲＹ

～シンプルライフ・ワークでごみをスリムに～

(1) ごみ発生抑制に向けた指導・啓発活動
(2) リユースの促進
(3) 資源化の検証と推進

③経費の削減

　　　　　　～使うお金はスリムに～

(1) 維持管理業務
(2) 収集運搬業務
(3) 広域処理に関する検討

④適正処理の推進・安定処理の継続

　　～安全・安心なごみ処理のために～

(1) 法令遵守と適切な情報公開
(2) 危機管理
(3) 適正な中間処理
(4) 安定的な最終処分

豊かな環境の承継のために 
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(1) 課 題 の 抽 出  

「 １  収 集 業 務 に 関 す る 概 況 と 経 過 」 に 記 載 し た 内 容 に つ い て ，

柏 市 廃 棄 物 処 理 清 掃 審 議 会 に お け る 審 議 を 行 っ た 結 果 ， 次 の ６ 項 目

を 中 心 的 な 課 題 と し て 集 約 し ま し た 。  

 

① 委 託 化 導 入 の 時 期 ・ 形 態  

          （ 退 職 者 不 補 充 ， 高 齢 化 ）  

② 契 約 手 法  

          （ 真 に 安 価 で 安 定 的 な 業 者 選 定 の 手 法 ）  

          （ 透 明 性 の 確 保 ）  

③ 委 託 費 の 積 算 基 準  

          （ 確 実 な 業 務 履 行 ， 合 理 性 ， 透 明 性 ）  

④ 市 民 ニ ー ズ へ の 対 応  

          （ 収 集 効 率 改 善 ， 新 た な ご み 収 集 サ ー ビ ス ）  

⑤ 受 託 者 の 業 務 遂 行 状 況 把 握 ， 指 導  

          （ 危 機 管 理 ， 改 善 ）  

⑥ 将 来 を 見 通 し た 柔 軟 な 委 託 化  

          （ 集 積 所 数 増 ， ご み 処 理 制 度 の 統 一 な ど ）  

 

※ カ ッ コ 内 は ， 課 題 解 決 に 向 け た 着 眼 点  

３  課 題 の 整 理  
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(2) 審 議 会 に お け る 意 見  

 柏 市 廃 棄 物 処 理 清 掃 審 議 会 か ら い た だ い た 意 見 を 前 記 ６ 項 目 の 課

題 と 照 ら し 合 わ せ ， お お む ね 次 の よ う に 整 理 し ま し た （ 表 １ １ ） 。  

 

【表 １１】課 題 に対 する審 議 会 における意 見  

番 号  課 題  意 見  

① 委 託 化 導 入 の時 期 ・

形 態  

・ 地域の実情を考慮すべき  

・ 品目毎か地域毎かを考慮すべき  

・ いきなり全面委託はリスク大 

② 契 約 手 法  ・ 全国的な傾向は直営約１０％，委託

（競争）３０％，委託（随契）６０％

となっており，随意契約が最多  

・ 倒産リスクの確認 

③ 委 託 費 の積 算 基 準  ・ 契約方式を問わず，明確な積算基準

は必要 

④ 市 民 ニーズへの対 応  ・ 高齢化の進展に伴うごみ出し困難者

対策  

・ 開発による集積所数増への対応  

・ 市民サービスと収集効率の両面での

集積所数の適正化 

⑤ 受 託 者 の業 務 遂 行 状

況 把 握 ，指 導  

・ 収集運搬時の事故対策  

・ 倒産リスク等へのバックアップ体制

の構築 

⑥ 将 来 を見 通 した柔 軟 な

委 託 化  

・ 収集業務量を削減するための集積所

数の削減など，長期的な視点も必要  

・ 先進事例のほか，すでに収集運搬業

務を委託化し，大きな問題もない旧沼

南町域を参考にしてはどうか 
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４ つ の 基 本 方 針 に 沿 っ た 主 な 取 組 み  

 「 ３  課 題 の 整 理 」 の 各 課 題 や ， 柏 市 廃 棄 物 処 理 清 掃 審 議 会 か ら

い た だ い た 意 見 を 整 理 し た 内 容 に 基 づ き ， 柏 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本

計 画 に お け る ４ つ の 基 本 方 針 と の 整 合 性 を 考 慮 し ， 収 集 業 務 の 委 託

化 に 関 す る 柏 市 の 考 え 方 と し て ， 次 の と お り 中 間 取 り ま と め を 行 い

ま し た 。  

 

基 本 方 針 ① ３Ｒのために１ＴＲＹ 

 

 

 

 

 (1) ご み の 発 生 抑 制 に 向 け た 新 た な 啓 発 活 動  

市 職 員 は ， ご み 収 集 業 務 の 民 間 委 託 導 入 後 も ， 同 業 務 に 関 す

る 豊 富 な 知 識 や 経 験 ， 能 力 を 活 か し ， ご み 収 集 業 務 は も と よ

り ， そ の 現 場 経 験 に 根 ざ し た 発 生 抑 制 活 動 等 に 新 た に 取 り 組

む な ど の 手 法 に よ っ て ， 市 の 総 合 的 な ３ Ｒ 施 策 の 推 進 役 と し

て も 能 力 を 発 揮 で き る よ う ， 検 討 を 行 い ま す 。  

 

 (2) 「 見 え る 化 」 の 促 進  

 委 託 業 務 の 遂 行 状 況 を 確 認 し ， 市 が 不 測 の 事 態 に し っ か り と

対 応 し て い く た め に は ， 先 進 自 治 体 に お い て す で に 導 入 さ れ て

い る よ う な ， 収 集 業 務 管 理 シ ス テ ム な ど の 工 夫 が 必 要 で す 。  

 例 え ば ， 電 子 機 器 を 利 用 し た 管 理 シ ス テ ム は ， 集 積 所 単 位

の ご み 収 集 量 な ど も 把 握 で き る 機 能 を 備 え て お り ， 市 と し て

今 後 取 り 組 む べ き 新 た な ご み 減 量 施 策 （ リ ユ ー ス ・ リ デ ュ ー

ス ） を 検 討 し て い く 上 で ， 基 礎 的 な デ ー タ を 得 る こ と が 可 能

に な り ま す 。  

費 用 対 効 果 や 先 進 技 術 な ど の 検 証 を 十 分 に 行 っ た 上 で ， 導 入

の 可 否 を 判 断 し て い き ま す 。  

 

４  中 間 取 り ま と め  

関 連 項 目  

(1) ご み 発 生 抑 制 に 向 け た 指 導 ・ 啓 発 活 動  

(2) リ ユ ー ス の 促 進  
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 (3) 新 た な 市 民 ニ ー ズ へ の 対 応  

   本 市 は ， 大 型 店 の 進 出 や 宅 地 の 新 た な 造 成 が 進 む 一 方 ， 都 市

型 高 齢 化 社 会 の 象 徴 的 な 地 域 と も さ れ ， 市 民 ニ ー ズ も 多 様 で

す 。  

   特 に ， 宅 地 造 成 に つ い て は ， ご み 収 集 業 務 量 を 大 き く 変 化 さ

せ る 要 因 の １ つ で す が ， 業 務 量 や 集 積 所 の 適 正 な 管 理 に よ り ，

安 定 的 か つ 効 果 的 な 収 集 が 維 持 さ れ る よ う 考 慮 し ま す 。  

 

基 本 方 針 ② 協 働 の推 進  

 

 

 

 

 (1) 排 出 指 導 の 強 化 ・ 継 続  

排 出 指 導 に 関 し て は ， 違 反 ご み 出 し の 多 い 集 積 所 周 辺 に お 住

ま い の 市 民 の 方 へ の 分 別 指 導 や ， 原 因 者 が 確 認 可 能 な 場 合 に

は 直 接 個 別 訪 問 指 導 を 継 続 し て い ま す が ， 今 後 ， 市 職 員 の 豊

富 な 知 識 や 経 験 ， 能 力 を さ ら に 活 か し ， 効 果 的 な 指 導 が 可 能

と な る よ う な 体 制 に つ い て の 検 討 を 行 い ま す 。  

 

 (2) 地 域 と の 連 携  

集 積 所 に 排 出 さ れ る ご み の 収 集 業 務 を 円 滑 に 実 施 し て い く 上

で は ， 町 会 組 織 等 ， 地 域 の 皆 様 と の 連 携 が 必 要 不 可 欠 で す 。  

ご み 収 集 業 務 の 民 間 委 託 導 入 に つ い て は ， 事 前 の 周 知 活 動 を

徹 底 し ， ま た 収 集 日 の 変 更 は 最 小 限 に 留 め る な ど ， 市 民 の 皆 様

の 混 乱 が よ り 少 な く な る よ う 取 り 組 み ま す 。  

ま た ， 市 と 受 託 事 業 者 と が ， そ れ ぞ れ 処 理 責 任 を 明 確 に 果 た

し て い く 上 で 望 ま し い 内 容 と な る よ う ， 委 託 業 務 内 容 を 検 討 し ，

市 民 の 皆 様 に と っ て 分 か り や す い 仕 組 み を 構 築 し ま す 。  

   な お ， 近 年 要 望 が 増 え て い る ， ご み 出 し 困 難 な 高 齢 者 向 け の

新 た な ご み 収 集 サ ー ビ ス に つ き ま し て は ， 地 域 の 支 え 合 い や

市 職 員 の 活 用 な ど と い っ た 様 々 な 視 点 を 踏 ま え つ つ ， 協 働 部

門 や 福 祉 部 門 と 協 議 し ま す 。  

関 連 項 目  

(1) ３ Ｒ の 推 進 に 係 る 協 働  

(2) 適 正 処 理 ・ 安 定 処 理 の た め の 協 働  
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基 本 方 針 ③ 経 費 の削 減  

 

 

 

 

 

 (1) 積 算 基 準 の 明 確 化  

ご み 収 集 業 務 に 必 要 な 経 費 は ， 人 件 費 ・ 車 両 費 ・ 燃 料 費 ・ 管

理 費 が 中 心 で す 。  

人 件 費 に つ い て は ， 国 に お い て 毎 年 度 示 さ れ る 公 共 工 事 設 計

労 務 単 価 （ 基 準 額 ） な ど を 活 用 し ， ま た 車 両 費 ・ 燃 料 費 に つ

い て は ， こ れ ま で の 市 収 集 業 務 に お け る 実 績 を 基 に ， そ れ ぞ

れ 客 観 的 な 説 明 責 任 が 果 た せ る よ う 積 算 し ま す 。  

ま た ， 管 理 費 等 の 積 算 に つ い て は ， 近 隣 市 や 先 進 市 に お け る

状 況 を 踏 ま え ， 実 情 や 効 果 に 適 し た 積 算 に 努 め ま す 。  

 

 (2) 合 理 的 な 受 託 事 業 者 の 選 定 と 経 済 性 の 確 保  

 受 託 事 業 者 の 選 定 に 際 し て は ， 倒 産 な ど に よ っ て 日 々 の 業 務

遂 行 に 支 障 が 生 じ な い 事 業 者 を 選 定 す る こ と が 最 も 重 要 で す が ，

経 済 性 を 無 視 す る こ と は 出 来 ま せ ん 。  

 適 切 な 競 争 原 理 を 働 か せ ， か つ 日 々 の 安 定 的 な 業 務 遂 行 に 支

障 が 生 じ な い こ と や 経 済 性 を 担 保 し た 上 で 民 間 委 託 を 導 入 し て

い く た め に ， 総 合 評 価 落 札 方 式 に よ る 競 争 入 札 や ， 最 低 価 格 制

度 の 検 討 に 加 え ， プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ る 委 託 業 者 選 定 な ど ，

安 心 ・ 安 全 に 最 も 適 し た 手 法 に つ い て 検 討 し ま す 。  

 

 (3) 将 来 を 見 据 え た 柔 軟 性 の 確 保  

   委 託 開 始 後 に 収 集 業 務 の 枠 組 み を 大 幅 に 変 更 す る 場 合 ， 市 民

生 活 に 少 な か ら ず 混 乱 が 生 じ る こ と は も と よ り ， 当 該 変 更 に

伴 う 追 加 的 経 費 の 発 生 が 見 込 ま れ ま す 。 委 託 内 容 に つ い て は ，

将 来 的 な １ 市 ２ 制 度 の 解 消 等 を 見 据 え ， 旧 沼 南 地 域 に お け る

ご み 収 集 体 制 等 も 考 慮 し つ つ ， 状 況 変 化 に 柔 軟 か つ 最 小 の 経

費 で 対 応 で き る よ う ， 留 意 し ま す 。  

関 連 項 目  

(1) 維 持 管 理 業 務  

(2) 収 集 運 搬 業 務  

(3) 広 域 処 理 に 関 す る 検 討  
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基 本 方 針 ④ 適 正 処 理 の推 進 ・安 定 処 理 の継 続  

 

 

 

 

 (1) 市 の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 の 構 築  

民 間 委 託 導 入 後 で あ っ て も ， ご み 収 集 業 務 に 係 る 包 括 的 な 責

任 は 市 に あ る こ と は 変 わ り ま せ ん 。  

先 進 自 治 体 に お い て は ， 円 滑 な 業 務 の 移 行 の た め に 万 全 の 対

策 を 講 じ た 上 で も ， 民 間 委 託 導 入 直 後 に ， 予 期 せ ぬ ト ラ ブ ル が

多 く 発 生 し た 事 例 が あ る こ と か ら ， 市 民 の 皆 様 に と っ て 行 政 サ

ー ビ ス の 低 下 と な ら ぬ よ う ， 不 測 の 事 態 に 対 す る 市 の 対 応 方 針

を あ ら か じ め 定 め る こ と と し ま す 。  

ま た ， 作 業 員 の 安 全 教 育 に つ い て は ， 受 託 事 業 者 だ け で は な

く ， 市 と し て も 確 実 に 実 施 し ， よ り 安 全 な 収 集 業 務 を 目 指 し ま

す 。  

 
 (2) 委 託 業 務 の 範 囲  

   (1) の と お り ， 民 間 委 託 導 入 直 後 を 中 心 に ， 予 期 せ ぬ ト ラ ブ

ル が 多 く 発 生 し た 例 が あ る こ と や ， 基 本 方 針 ③ (2)の と お り ，

経 済 性 等 を 確 保 し て い く た め ， 市 の す べ て の ご み 収 集 業 務 を

一 括 し て 民 間 委 託 化 す る の で は な く ， 部 分 的 ま た は 段 階 的 に

民 間 委 託 を 導 入 す る こ と を 検 討 し ま す 。   

 

関 連 項 目  

(1) 法 令 遵 守 と 適 切 な 情 報 公 開  

(2) 危 機 管 理  
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(1) こ れ ま で の 検 討 経 過  

 

(2) 今 後 の 進 め か た （ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

 ① 委 託 仕 様 に 関 す る 考 え 方 の 整 理 （ 実 施 計 画 ）  

 ② 関 係 部 署 ， 関 係 団 体 と の 調 整  

 ③ 実 施 計 画 の 策 定  

 部 内 会 議  関 係 課 会 議 担 当 者 会 議  清 掃 審  

H24. 7.20 ①素案協議    

H24. 7.25  ①部内会議報告   

H24. 8.27 ②資料精査    

H24. 8.31  ②部内会議報告   

H24. 9.10   ①南北 cc 別意
見聴取 

 

H24. 9.18   ②資料精査  

H24. 9.24 ③南北 cc 意見
集約 

   

H24. 9.28  ③部内会議報告   

H24.10. 1    ①概要 

H24.11.19 ※第 6 次実施計画内示に伴うスケジュール見直し 

H24.11.28    ②近隣市課題概
要 

H25. 2. 1    ③課題整理 

H25. 2.22 ④中間とりまと
め案協議 

   

H25. 2.25  ④中間とりまと
め案提示 

  

H25. 3.28    ④中間とりまと
め案審議 

５  資 料  


